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一講演一一一

脳組織のアミノ酸および蛋白質代謝の問題

D. Richter (Director of Medical Research Council， 

Neuropsychiatric Research Unit) は4月の医学総会の

ために来日したが， 4月17日午後，神経化学懇話会のた

めに講演した。以下はその要約である。

今日の主題は脳のアミノ酸および蛋白質代謝の問題で

すが，もっと広い立場からお話をしたいと思います。私

どものResearchunitでは基礎的な研究と精神病の臨床

とが平行して行れていますが，これはお互の発展のため

に必要なことであると思れます。

きて，最初に脳の一般的の代謝のことを述べ，それと

アミノ酸代謝との関連きのべることにしましょう。脳の

代謝が活発なものであることはよく知られています。非

常に沢山の酸素を消費して代謝しています。この代謝活

性は大まかには脳の機能活動と関連しており，昏睡の場

合には呼吸は低下し，一方アドレナリンを注射した場合

やケイレンの場合には著しく昂進します。この活発なエ

ネルギ一代謝は殆ど悉〈グルコースの酸化にもとづくも

のです。脂質やアミノ酸は血流中から利用きれることは

殆どありません。蛋白質の代謝はどうでしょうか。普通

の常識としては，蛋白質の代謝は非常に不活発なもので

あると信じられていました。しかし，実際に伊メチオニ

ンを用いて脳の蛋白質の代謝回転をはかつてみますと，

意外に速やかなものであることがわかりました。脳の蛋

白質の半減期は14日位で肝臓の蛋白質とぼマ同じです。
ニューヨークのLajthaその他の研究者の成績も脳の蛋白

質の代謝が活発なことを示しています。脳細胞のどの分

画で蛋白代謝が活発であるかをみますと，ミクロゾーム

分画，即ちリボゾームを含む分画で特に活発であること

カぎわかりました o

脳ではなぜ蛋白代謝が活発なのでしょうか。まつ¥脳

のどこで活発な蛋白代謝が行れて・いるのかが問題となり

ます。大まかに言って灰白質では代謝回転は速やかで，

白質ではおそいことが知られています。オートラジオグ

ラフの方法を用いれば，ゃ、詳しくしらべることができ

ます。

結論としては，脳の部分によって蛋白代謝の非常に活

発なところとそうでないところとがあることが明らかに
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なったのですがー代謝活性はほ J神経細胞の分布と一致

したものであるようです。即ち，蛋白質代謝は神経細胞

で活発に行れていると考えられています。

脳の蛋白質として.どのような蛋白質の代謝が活発で

あるのかと言う疑問もおこります。筋肉の場合のマイオ

シンのように機能的に意義のある蛋白質が脳にも存在す

るのでしょうか。 S3ちtチオニンを注射してから例えば3

時間のちに脳をとって分画してみますと，放射能は殆ど

ミクロゾーム分画に見出されます。特にリボ核蛋白の分

画で放射能が高<.ニツスル小体あるいはリボゾームに

対応する蛋白が代謝回転が速いことになるようです。ま

た別の研究方法，例えば Folch-Piのやり方で脳組織を

分画してしらべることもできます。 proteolipid分画と

residual protein分画とでは代謝回転が非常にことなって

おり，蛋自の代謝回転は殆どすべてresidualprotein分

函で、起っています。一方， proteolipid分画についても p32

の代謝回転はおそいのですが，ペプチド分蘭のフオスフ

アチドは速い代謝厨転を示しています。郎ち， 1つの蛋

自分画についても，そのある部分(constituent)は他の

部分とことなった代謝回転速度を示すことも考えられる

わけです。つまり，脳にはマイオシンのような特殊な蛋

白質はないのだと思われます。

79 

次に，このような蛋白質の代謝凪転と生理活動との関

係はどうでしょうか。私どもの実験では，ある関係があ

るこ主はわかりましたが，そうはっきりしたものではな

いようでした。ベントパルビタールや体温低下によって

代謝回転は下りますが，電気ショックでは昂進は認めら

れまぜん。むしろ低下するぐらいでした。一方， Hyden 

らの実験で幼若なウサギの一群のlitter-mateを別にして，

一方は完全に暗いところで，もう一方は明いところで育

てると，網膜の神経節細胞のリボ核蛋白および全蛋自の

量に著しいちがいができることが示されました。これは

蛋白代謝と神経細胞の生理活動とが密接に関連している

ことを示すものです。神経細胞が正常の蚤白合成を行う

ためには刺激が必要なのでしょう。

さて次に，蛋白質代謝とブドウ糖代謝の関連について

述べようと思います。 invivoて'CUグルコースを与えてそ

れがどのように代謝されるかをみるのが，最も手取り早



い方法です。ラットで実験してみますと，注射后数分で

脳の遊離アミノ酸に大量にC14が見出されますが，まだ蛋
白，核酸，脂質などには殆と

e

入って行っていません。こ

のことは，Geigerの潅流実験てeも，また脳切片を用いた

in vitroの実験て"も示されたことで，脳髄に特異的であり

他の臓器では%以下しかアミノ酸に入って行きません。

アミノ酸のうちでは，.C14の80%もがジカルボン酸(グル

タミン酸およびアスパラギン酸)に見出され，塩基性お

よび中性のアミノ酸にはあまり見出されません。脳の蛋

白質についても，そのグルタミン酸およびアスパラギン

酸に大部分のC1tが見出されました。このようにグルコー

スからC1tが活発にグルタミン酸に入るのですが，それは

グルコース代謝のどのような特徴にもとづくものでしょ

うか。

グルコースは脳組織でもクレブス回路によって酸化さ

れるのですから ，a-ケトグルタル酸とグルタミン酸の関

係が脳組織では特別なのでしょう。この反応にはアミノ

基転移反応も関係していると思います。アミノ基転移酵

素は勿論脳組織で活発ですが，また肝臓などでも同様に

高い活性を示しています。従ってこのことから，脳の特

異性を説明することはできません。 Towerらの脳ミト

コンドリアを用いた実験によると，ピルビン酸，グルタ

ミン酸， GABAさらにサクシニックセミアルデヒドはす

べて高いPO比を示すと言れます。従って彼の議論によ
ると，所謂GABA回路が脳組織で活発で之れによってグ

ルコースからのアミノ酸の形成が説明されると言れてい

ます。しかし，我々の実験では， GABAはピルビン酸の

括以下のh速度で酸化されるにすぎませんから， Towerら

の言うようにGABA回路が主道であると信ずることはで

きないと思います。

これからのべる脳のミトコンドリアの実験は最近私ど

もの研究室でなされたものです。脳のミトコンドリアは

肝臓のそれと大変ことなっており，ピルビン酸を基質と

した場合， 10倍も多量のιヶトグルタル酸を蓄積します。

即ち，タレブス回路の酵素系が特異であるために，脳の

ミトコンドリアはピルビン酸を好んで酸化し，ルケトグ

ルタル酸を蓄積するのであるようです。ピルビン酸とα-

tトグルタル酸とを同じ濃度で加えておくと，目前のミト
コンド 1)アはピルビン酸を主に酸化し，肝臓のそれはι

ケトグルタル酸を主に酸化することが見られました。こ

の場合には， 2つの基質のあいだでお互に酸化を措抗し

ているのだと思います。勿論 invivoではιヶトグルタ

ル酸の蓄積はみられませんが，これはグルタミン酸の直

"sO'. 

接の前駆物質であり，脳にはグルタミン酸が蓄積すると

言うわけでしょう

、このような脳のミトコンドリアの特異性はあるいはそ

の基質に対する透過性の問題に基づくのかもしれません。

しかし，私どものえた成績ではそれはやはりクレブス回

路の酵素系の配列(organization)の相異にもとづくものと

理解されます。

ネコを用いたin羽voの実験で以上の事情をはっきりと

たしかめることができると思います。 C14グルコースを注

射して30分后にしらべてみますと，血液中ではC14は90%

以上まだグルコースとして存在しており，肝臓などでも

やはり大部分まだグルコースとして存在していますが，

脳では僅か3%がグルコースとして存在するにすぎず，

実に71%はアミノ酸のうちに見出されます。

以上のように，種々の実験方法による成績はすべて，

脳のグルコース代謝系が特異であることを示しており，

グルタミン酸に至る道が大きな代謝経路であることが明

らかであると思います。

それでは，このような代謝系の特異性は脳の機能活動

とどのような関係があるのでしょうか。有名なMu¥linの

実験によれば，カエルの神経では刺激されたときにはグ

ルコースの酸化はむしろ低下し，かわりにグルタミン酸

が酸化されると言うことです。即ち，興奮のときにはグ

ルタミン酸を直接のエネルギ一基質として優先的に用い

ていることを示すものでしょフ。もう 1つはアン三ニア

の形成と神経活動の関連です。神経の興奮によってアン

モニア形成が増加することは古く日本人悶代によって発

見されました。脳内アンモニアも輿奮に伴って増加し，

麻酔など脳活動の低下したときには減少することは確か

な事実となっています。脳のアンモニアの濃度は多くの

反応、のバランスによってきまるものですが，それがアミ

ノ酸の代謝と関連していることは確実です。この国の塚

田によって生理活動とアンモニアの興味ある問題が研究

されていますから，すでにご承知のことと思います。

蛋白質を分解するproteinaseも脳組織で非常に活性で

す。特に白質で活発であって，蛋白合成が神経細胞で活

発であることと対照をなしている・ことは興味あることだ

と思います。

今日は，主に基礎的なお話しだけをしましたが，脳の

アミノ酸代謝の問題は臨床的な面にも深く関連したもの

であり，私どもはその方向にも研究を進めていることを

述べておわりにいたします。



一一紹介一一

中枢神経の薬理学 1961年(II ) 

前号につづいてBakerW. W.による1961年中の精神薬理学の論文表題を掲載する。目次
( Contents)のうち，右半分の5. から9.(最後)までである。

C 0 N T E N T S 

1. Introduction 
2. Ataraxic drugs 
Chlorpromazine and pheno晶
thiazine derivatives 
Reserpine and related 
alkaloids 
Miscellaneous tranquiliz-
ing agents 

3. Depressants and analeptics 
4. C.N.S. stimulants 
Imipramine 
Monoamine oxidase(MAO) 
inhibitors 
Miscellaneous stimulants 
Convulsants 

ラ Centralneurohumoral a~ents 

5. Central neurohumoral agents 
Cholinergic agents 
Catecholamines 
Serotonin 
y-Aminobutyric acid(GABA) 

6. Psychotomimetics 
7. Analgesic and anesthetic agents 
8. Anticonvulsants 
9. Drugs in hyperkinetic disorders 
Antiparkinsonian drugs 
Muscle relaxants and neuro-
muscular blockers 

Effects of chemical stimulation to discrete brain areas (Heath G.G. 
& Verster F.B.)， Am.J.Psychiat. 11Z， 980四 989，1961 
Chemical transmitter substancein brain stem of cat (Curtis D.R. & 
Koizumi K.)， J.Neurophysiol.主主， 80-89， 1961 

Further studies of neurohumoral agents in patients with vascular 
headaches (Kimball R.W. & Frie伽 anA.P.)~ Neurology.!.!t 116申 119，
1961 

Stimulation of anterior pituitary glucose oxidation by neurohumoral 
ag~nts (Barondes S.H.， Johnson D. & Field J.B.)， Clin.Res.2， 175， 
1961 

choliner~ic a~ents 

Variazioni della distribuzione intracellulare dell' acetilocolina 
cerebrale causate da farmaci (Giarman N.J. & Pepeu G.)， Bolletino 
della Soc.ltal.de Biol.Speriment lZ， 128-131， 1961 
Azione dell' atropina sul livello del' acetilcolina cerebrale (Pepeu 
G. & Giarman N.J.)， Bolletino della Soc.ltal. di Biol.Speriment 
lZ， 131-133， 196 1 
The subcellular localization of transmitter substances in the central 
nervous system (Whittaker V.P.)， Biochem.Pharmacol. 2' 392-398，1961 
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The brain ACh岨 AChE-ChA system in ・respiratorycontrol (Metz B.)， 
Neurology l1， 37ーら5，1961 
Evidence for a nicotinic receptor in the central nervous system 
related to EGG arousal (Knapp P.E. & Domino E.F.)， Fed.Proc.主♀，
30，7， 1961 
Effects of mecamylamine on the Golgi recurrent collateral--Renshaw 
cell synapse in the spinal cord ~Ueki S.， Koketsu K. & Domino E.F.)， 
Exper.Neurol.之 1も1-1も8，1961 
Alkylphosphatvergiftung und 5・Hydroxytryptamin-Stoffwechselues 
Zentralnervensystems (Schwate U.， Heye D.， Hildebrant H.J. & 
Hukuhara T.)， Arch.exper.Path.u.Pharmakol・主主1，254-259， 1961 
Relationship of ammonia and acetylcholine levels to brain excit-
ability (Takahashi R.， Nasu T.， Tamura T. & Kariya T.)， J.Neurol. 
1.， 103帽 112，1961 

The localized action of "end-plate drugs" in the twitch fibers of 
the frog (Katz B. & Miledi R.)， J .Physiol. .1三三， 399帽も15，1961 
Transmission failure in sympathetic nerves produced by hemicholinium 
(Chang V. & Rand l-l.J.)， Brit.J.Pharmacol.& Chemotherap. .12.， 588-
600， 1960 
Observations on the effect of toxic doses of atropine on the electro-

en~ephalogram of man (Wilson W.P.)， J.Neuropsychiat. ~， 186輔 190，
1961 

Catecholamines 

Occurrence and localization of catecholamines in the human brain 
(Bertler A.)， Acta physiol.Scand. 21.， 91-107， 1961 
Dopamine and basal ganglia diseases (Barbeau A.)， Arch.Neurol.97圃
102， 1961 
Excretion of dopamine in disease of basal ganglia (Barbeau A.， 
Murphy G.F. & Sourkes T.L.)， Scienceユ.i..l， 1706・1707，1961 
Normal excretion of homovanillic acid in the urine of patients with 
Huntington's chorea (Williams C.M.， Maury S. & Kibler R.F.)， J. 
Neurochem. i， 25品-256，1961 
Microanalytical procedures for fluormetric assay of brain DOPA-5 HTP 
decarboxylase， nor-epinephrine and serotonin in detailed mapping 
of decarboxylase activity in brain (Kuntzman R.， Shore P守A.， 
Bogdanski D. & Brodie B.B.)， J.Neurochem. i， 226咽 232，1961 
Metabolism of adrenaline after blockade of monoamine oxidase and 
catechol-O・methyltransferase (DeSchaepdryver A.F. & Kirshner N.)， 
Science 1之l，586-587， 1961 
"Bound" and "free" catecholamines in the brain (Bertler A.， Hillapp 
N.A. & Rosengren E.)， Acta physiol.Scand. 2♀， 113・118，1960 
Uptake of tritium-labeled nor-epinephrine in brain and other tissues 
of cat in vitro (Dengler H.J.， Spiegel H.E. & Titus E.O.)， Science 
iユl，1072-1073， 1961 
The fate of H3-norepinephrine in animals (Whitby L.G.， Axelord J.& 

Weil-~lalherbe H.)， J.Pharmacol.& Exper.Therap. .ill， 193・201，1961ι 
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Effect of drugs on the uptake of circulating H3-norepinephrine by 
tissues (Hertting G.， Axelrod J.， Whitby G. & Patrick R.)， Fed. 
Proc. 20， 167， 1961 
Effect of psychotropic drugs on the uptake of H3-norepinephrine by 

t~ssu~s (Ax~lrod J.， Whitby L.G. & Hertting G.)， Science 1ぷ，
383-38も， 1961 
Increased rate of metabolism of epinephrine and norepinephrine by 
sympathomimetic amines (Axelrod J. & Tomchick R.)， J.Pharmacol.& 
Exper.Therap. 1之♀， 367-369， 1960 

~.elation of the mecholyl test to catecholamine excreti~n (~lum~erg 
A.~. & Goldenberg H.)， Proc.Soc.Exper.Biol.& Med. 12三， 867・869，
1961 

Catecholamine levels of brain and heart in mice after iproniazid， 
syrosingopine and l-methoxydeserpidine (Leroy J.G. & D~Schaepdry­
ver A.F.)， Arch.internat.pharmacodyn. 11♀， 231・23ら， 1961 
Augmentation of pharmacological properties of catecholamines by 0・、
methyltransferase inhibitors (Wylie D.W.t Archer s. & Arnold A.)， 
J.Pharmacol.& Exper.Therap. 1lQ， 239岨 2らも， 1960 
Influence of noradrenaline on spinal interne~ron activity (Skoglund 
C.R.)， Acta physiol.Scand. 21， 1ら2-1ら9，1961 
The inhibitory action of the sympathetic nerves on the smooth muscle 
of the rabbit gut， its reversal by reserpine and restoration by 
catecholamines and by DOPA (Gillespie J.S. & MacKenna B.R.)， 
J .Physiol.立乏， 17-3 4 ， 1 96 1 

S erotonin 

The enzymic oxidation of tryptophan to 5-hydroxytryptophan in the 
biosynthesis of serotonin (Cooper J.R. & Melcer 1.)， J.Pharmacol. 
Exper.Therap. 1之丞， 265画 268，1961 
In vivo metabolism of serotonin and tryptamine: effect of monoamine 
oxidase inhibition (Weissbach H.， Lovenburg W.， Redfield B.G. & 
Udenfriend 5.)， J.Pharmacol.& Exper.Therap. 1ユ1，26-30， 1961 
Effect of histamine liberators on urinary excretion of 5・hydroxy-
indoleacetic ac丞d (Jasmin G.)， Proc.Soc.Exper.Biol.& Med. 1♀.2" 
581・583，1960 
Studies on the metabolism of 5-hydroxytryptamene(Serotonin). 1. 
Effect of starvation and thiamine deficiency (Gal E.M， & Drewes 
P.A.)， Proc.Soc.Exper.Biol.& Med. 1♀立， 295・297，1961 
Effect of certain compounds on in vitro degradation of serotonin by 
ceruloplasmin (Zarafonetis C.J.D. & Kalas J.P.)， Proc.Soc.Exper. 
Biol.& Med.ム♀.2" 560-563， 1960 
Activity of monoamine oxidase in relation to the ラーhydroxytryptamine
and norepinephrine content of the rat brain (Gey K.F. & Pletscher 
A.)， J.Neurochem. ~， 239-2旬， 1961 
Amine oxidase and 5-hydroxytryptamine in developing rat brain (Nach圃
mias V.T.)， J.Neurochem.乏， 99圃 104，1960 
Experiments with alpha四 methyltryptamine (Himwich H.)， J.Neuropsychiat • 
.&' S06-51ら0，1961 
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6-Hydroxylation: an important metabolic route for methyltryptamine 
(Szara S.)， Experientia 12， 76， 1961 
The metabolism of 5-hydroxytryptophan (Feldstein A.， Wong K.K. & 
Freeman H.)， Fed.Proc.主立， 3ら0，1961 
Effect of electrostimulation on brain 5田 hydroxytryptamine concentra-
tion (Breitner C.， Picchioni A.， Chin L. & Burton L.E.)、Vis.Nerv.
System主主I 93-96， 1961 
Neurochemical correlates of behavior. 工.Quantitativemeasurement of 
the behavioral effect of the serotonin precursor， 5-hydroxytrypto-
phan (Aprison M.H. & Ferster C.B.)， J.Pharmacol.& Exper.Therap. 
ム之1，100-107，. 1961 
Neurochemical correlates of behavior. II.Correlation of brain mono-
amine oxidase activity with behavioral changes after iproniazid 
andラ-hydroxytryptophanadministration (Aprison M.H. & Ferster 
C.B.)， J.Neurochem. ~， 350-357， 1961 
Combined use of α-methyl meta-tyrosine(MNT) and reserpjne to associate 
norepinephrine(NE) with excitation and serotonin(5HT) with sedation 
(Kuntzman R.， Costa E.， Gessa G.L.， Hirsch C. & Brodie B.B.)， Fed. 
Proc. ，g♀， 308， 1961 
Mechanism of the hypnosis prolongation of 5・hydroxytryptamine and 
some sympathomimetic amines (Dandiya P.C. & Sellers 必.A.)，Arch. 
internat.pharmacodyn. 12旦， 32ー弘1，1961 
Serotoniantagonismus an der Placenta (Fl也ckigerE. & Salzmann R.)， 
Experientia 11， 131， 1961 

Gamma-aminobutyric acid(GABA) 

Inhibition in the nervous system and gamma-aminobutyricacid (Roberts 
E.， Baxter C.F.， Van Harresveld A.， Wiersma C.A.G.， Adey W.R. & 
Killam K.F. Editors)， New York， Pergamon Press， 1960 
Binding of y-aminobutyric acid by brain preparations (Sano K. & 
Roberts E.)， Biochem.& Biophys.Res.Comm. i， 358-361， 1961 
The inhibition of aminobutyric-~-ketoglutaric acid trans-aminase in 
vitro and in vivo by amino岨 oxyacetic acid (Wallach D.P.)， Biochem. 
Pharmacol.三， 166-167， 1960 
Studies on the GABA pathway--I. The inhibition of aminobutyric acid田
α圃 ketoglutaric acid transaminase in vitro and in vivo by U・752も
(amino-oxyacetic acid)， (Wallach D.P.)， Biochem.Pharmacol. ~， 323骨
331， 1961 
The effect of gamma..:aminobutyric acid on synaptic transmission in 
autonomic ganglia (Matthews R.J. & Roberts B~J.) ， J.Pharmacol.& 
Exper.Therap. 1主主. 19-22. 1961 

Studies of sodiumgamma-hydroxyb'utyrate on the central nervous system 
(Drakontides A.B.， Funderburk W.H. & Schneider J.A.). Fed.Proc. 主立，
308， 1961 、一一

Oxidation metabolism of incubated cerebral cortex slices from pyri-
doxine-deficient kittens (McKann G.M.， Mickelsen 0.，& Tower D.B.)， 
Am.J.Physiol.， ~♀♀， 3ら-38，1961 
Reserpin und Aminobuttersauregehalt des Gehirns (Balzer H.)， Experientia， 
11.， 38-ι0， 1961 
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On the mechanism oC the convulsant eCCect oC hydrazides in mice 
Ba1zer H.， Ho1tz P. & Pa1m D.'， Biochem.Phar~acol. ~， 169岨 171，1960 
The eCCects oC pyridoxine antagonists and other convu1sive.agents 
on amino acid concentration oC the mouse brain (Kamrin R.P. & Kamrin 
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1961 
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J.C.)， J.Neuropsychiat. A， 205-210， 1961 
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tremorine (Haslett W.L. & Jenden D.J.)， Pharmacologist ~， 69， 1961 

Activation of tremorine by liver (Welch R.M. & Kocsis J.J.)， Proc. 
Soc.Exper.Biol.& Med. 1QZ， 731圃 73も， 1961 
Tolerance to tremorine (Decsi L.， Varszegi M. & Mehes J.)， J.Pharm. 
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Metabolism or chlorpromazine. lV. Identirication or 7-hydroxychlor-
promazine and its sulroxide and dexmethyl derivatives (Fishman V. 
& Goldenberg H.) l!e(2) 501-506， 1963 
A study or conYulsants under theinrluence or reserpine and α-benzoyl 

~m~no-ß:(3 pyridyl) acrylic acid piperidide (Chen G.) l!e(3) 611-
61も， 1963 

Effect of sympa~hetic blocking agent on plasma FFA and on the response 
evoked ~y catechol amines (Konttinen A. & Rajasalmi M.) 1.1孟(J)723-
725， 1963 

Arch. Biochem. Biophvs. 

5tudies on Na四 K-activatedATPase. V. Correlation of enzyme activity 
with cation flux in six tissues (Bonting S.L. & Caravaggio L.L.) 
.!.Q.! ( 1) 37回生6，1963

8iochem.J. 

5tudies on esterases in the chicken central nervous system (Poulsen 
E. & Aldridge W.N.)単 (1)佃サP，1963 
Some observations on the peptidase activity of dog spinal roots and 
ganglia (Hooper K.C.)主主(1)ラPonly， 1963 
Swel1ing properties of retinal mitochondria (Wang D.Y.，てSlaterT.F. 
& Dar~nall H.J.A.) 主主(1) ラp-6p，1963 
The aerobic inhibition ofglycolysis associated with brain mito-
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chondria (Bal'zs R.) 主主(J)も9も岬509，1963 
Biosynthesis of lecithin in brain. Participation of cytidine di-
phosphate choline and phosphatidic acid (Strickland K.P.， Subrah-
manyam D.， Pritchard E.T.， Thompson W. & Rossiter R.J.) ~(1) 
128-136， 1963 
Biosynthesis of phosphatidylinositol in rat brain (Thompson W.， 
Strickland K.P. & Rossiter R.J.) ~(1) 136・1ら2，1963 
Inhibition of glutamic decarboxylase activity by salicylate 
(Gould B.J.， Huggins A.K. & Smith M.J.H.)主Z(1} 2P only， 1963 

Biochim. bioDhvs. Acta 

A simplified and improved method of preparation of acetylcholinesterase 
of the eel・s electric drgan (Hargreaves A.B.， Wanderley A.G.， 
Hargreaves F. & Goncalves H.S.) iL(的 641岬 6も6，1963 
Phosphoproteins and ion transport of cerebral cortex slices (Ahmed 
K.， Judah J.D. & Wallgren H.)乏.2.(2) も28-430，1963 
Biosynthesis of odd-and even-numbered cerebroside fatty acids: 

ev~dence for two routes (Hajra A.K. & Radin N.S.) ZQ(1) 97骨 99，
1963 

Direct conversion of sulfatides into cerebrosides (Stoffyn P. & 
Stoffyn A.) 1立(1) 107圃 108，1963 

J • biol. Chem. 

Metabolism of the retina. III. The role of reduced triphosphopyridine 
nucleotide in the visual cycle (Futterman S.)主主主(J) 11も5-11ラ0，
1963 

J • Cell Bio1. 

Some observations on the fine structure of the sympathetic ganglion 
of bullfrog (Yamamoto T.) 1&(1) 1ラ9・170，1963 
Inverse enzymatic changes in neurons and glia during increased func-
tion and hypoxia (Hamberger A. & Hydlm H.) 1&(3} 521・525，1963 

J • Histochem. Cvtochem. 

Electron pr0ge X-r・aymicroanalyzer study of copper within descemet's 
membrane，of Wilson's disease (Tousimis A.J. & Adler I.) 12(1) 40-
も7，1963 
Cholinesterase activity of archicerebellar mossy fibre apparatuses 
(Csillik B.， J06 F. & K&sa P.) 12(1) 113岨 11も， 1963 

On the histochemical demonstration of alkaline and acid phosphatases 
and simple esterase in the neurons and "Boutons terminaux" of the 
ce:t.'ebrum of the.. ra.t (Tewari H.B. & Bourne G.H.) 12( 1} 116-118， 
1963 

A staining method for cerebroside-sulfuric-esters in brain tissue 
(Hollander H.) 12(1} 118-119， 1963 
On the. intracellular distribution of glucose.・6・phosphatase in the 
neurons of cerebrum and trigeminal ganglion of the rat (Tewari H.B. 
& Bourne G.H.) 12(1) 121・122，1963 
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The distribution 01: cholinesterases in the sensory ganglia o1:ma'n 、
and 01: some mammals (Cauna N. & Naik N.T.) .i!.(2) 129-1)8， 1963六
Separation and properties 01: human brain esterases (Barron K.D.， 
Bernsohn J.& Hess A.R.) 1.1;'<2) 139-1ラ6，1963
A quantitative appraisal 01: enzyme histochemical methods in brain 
tissue (Friede R.L.， Fleming L.M. & 広nollerM.) ..!.1(2) 232.2もラ， 1963 

Histochemical studies on the localization 01: adenosine tr~p~osphat-
ase in the ~erebel1um 01: the rat (Tewari H.B. & Bourne G.H.) 11(2) 
2ら6・257，1963 

J • Neurochem. 

The distribution and activity 01: cal1: brain peptidases (Brecher‘A争45.)
'!'Q.< 1) 1・6，1963
Rela主ionship01: structure to phosphorylative activity in rat brain 、
mitochondria (Tanaka R. & Abood L.G.) .1Q.(1) 7-16， 1963 

14 Uptake 01: intravenously-injected (もー C)cortisol by adult rat brain 
(Peterson N .A. & Chaiko1:1: I.L.) .1Q.( 1) 17-23， 1963 
The distribution 01: acetylcholinesterase in peripheral nerves 
(L'!binska L.， Niemierko 5.， Oderf'eld B. & 5'zwarc L，.) 1旦(1)2ラーも1i
1963 

内九下

5tudies on brain lipids in Tay-5achs' disease圃 -1. 1solation 01: two 
si~lic acid-1:ree glycolipids (Gatt S. & Berman E.R.) 1;2(1) ら3園生9，
1963 バー，(.... 

Amino acid and protein metabolism 01: the brain--1X. The宇1:1:ect01: an 
organophosphorous inhibitor on the incorp?ration 01: (1毎C)lysine in-
!o the _proteins 01: rat brain (Clouet D.H. & Waelsch H.) .1Q.( 1) 51帽
63， 1963 
Studies on brain lipids in Tay-Sachs' disease--11. Solubility proper帽
ties 01: gangliosides (Gatt s. '& Berman E'.R.) .1Q.(2) 6ラ田72，196， 
Studies on brain lipids in T~y-5achs' diseasも岬品工11.Incorporation;' 
01: tritiai;ed water into brain lipids (Gatt S. & 'Berman E.R.) 主主(2)
73-77， 1963 
The e1:1:ect 01: raised oxygen pressure and 01: methionine sulphoximine 
on the glutamine synthetase activ主ty01:恥 ratbrain (Gersheno司richZ.S.， 
-Krichevskaya A.A. & Kolous，ek J.) 1旦(2)79...82" 1963 

The y-aminobutyric acid content and glutamate decarboxylase ac~ivity 
01: brain tumours (Wollemann M. & Devenyi T.) .1Q.(2) 8j四 88，1963 
Determination 01: copper in certlbrospinal 1:1uid: byacti司rationanalysis 
(Kjellin K.) .1Q.(2) 89四 93. 1963 

The action 01: some psychotomimetic agentson the excitatory争ndbio-
chemical processeS 01: 1:rog sartorius muscle (AboodL.G.， Smith 
C.M.， Koyama 1. & Koketsu 区.).1Q.(2) 9ラ岨111，1961 
The N-alkyl group speci1:icity 01: choline acetylase 1:rom rat brain 
(Dauterman W.C. & Mehrotra K.N.) .1Q.(2) '113-111. 1963 

Tha speci1:icity 01: rat brain acetylcholinesterase 1:or N-alkyl analo岬
gues o1:_acetylcholine (Mehrotra K.N. & Qauterman W.C.) .1Q.(2) 119-
123. 1963 

95 



The histochemical-identification of phosphoglycerides in myelin 
(Gallyas F.) .!.2(2) 12ラ-126，1963 
Phosphatases from human brain--I. Purification and properties of p~i歯

doxal phosphate phosthatase (Sarasvathi S. & Bachhavat B.K.) 1Q(2} 
127帽 133，1963 
Incorporation of injected cholesterol into the myelinating brain of 
the 17~day-old rabbit (Clarenburg R.， Chaikoff I.L. & Morris M.D.) 
1Q(2} 13ラー1も3，1963 
Influence of pH on uptake and release of noradrena1ine in adrenergic 
nerve gr.anules (von Euler U.S. & Lishajko F.) 1Q(3) 1生ラ岨1も9，1963 
The influE町~ce of c01d environmental temperature and histamine treat-
ment on ;.the effect of reserpine in the rat (Laverty R.) 1阜()) 151・
1ラも， 1963 

Electrophysiological and neurochemical studies fo110ving injection of 
mononucleotides and their derivatives (Bonavita V.， Vonasera N.， 
Zito M. & Scarano E.) 1Q(3) 155-164， 1963 
Acid mucopolysaccharides of human brain: Identification by means of 
infra-red analysis (Clausen J. & Hansen A.) 1Q(3) 16ラ圃168，1963 
Response of the cerebral cortex cf the rat to prolonged protein dep1e-
tion--I. Tissue veight， nitrogen， deoxyribonucleic acid and proteins 
(Lehr P. & Gayet J.) 1Q(3) 169四 176，1963 
Chemical and physiological changes produced by arterial infusion of 
dihydroxyphenylalanine into one cerebral hemisphere of the cat 
(Dagirmanjian R.， Laverty R.， Mantegazzini P.， Sharman D.F. & 
Vogt M.) 1Q()) 177・182，1963 
Diamine oxidase in the brain of vertebrates (Burkard W.P.， Gey K.F. 
& Pletscher A.) ~()) 18)-186， 1963 
Purification of a brain proteinase (Palladin A.V.， Polyakova N.M. 
& Lishko V.K.) 1Q(3) 187喧 19も， .1963 

The effect of ~ysergic acid diethylamide on the acety1cholinestera~e 
activity of single nerve ce11s from the reticular formation (Pavlin 
R.) 1Q(3) .195-199， 1963 
Purification and properties of an arylsulphatase from human brain 
(Balasubramanian A.S. & Bachhawat B.K.) 1Q(3) 201-2.11， 1963 
The effect of imipramine and desmethylimipramine on lipid biosyn-
thesis in brain and liver (Fumagalli R.， Grossi E. & Paoletti P.) 
1Q(3) 213-217， 196) 
The accumu1ation ofca1cium by brain cortex s1ices (Charnock J.S.) 
1QO) 219由 223，1963 

Biochem. Pharmaco1. 

Ammonia intoxication and its effects on brain and b100d ammonia leve1s 
<Salvatore F.， Bocchini V. & Cimino F.} 1孟(1) 1-6， 1 96 ) 
The effect of chlorpromazine on respiration of brain mitochondria as 
a function of metab01ic state (Aghajanian G.) 1主(1) 7-12，1963 
Reserpine， monoamine oxidase inhibitors， and distribution of biogenic 
amines in monkey brain (Pscheidt G.R. & Himvich H.E.) 12(1) 6ラ帽71，
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1963 

Some properties of L-glutamic dec~rboxylase in mouse brain (Roberts 
E. & Simonsen D.G.) ~(2) 113-13も， 1963 

On the toxic action of toxopyrimidyl acetylpyridine (Tsuji M.) ~主(2)
135・1らも， 1963 

The subcellular localization of ラ田hydroxytryptaminein guine~ pig 
brain (Michaelson I.A. & Whittaker V.P.) ~(2) 20)帽 211，196)
Effect of intraventricular injection of N-methylated G~BA-derivatives 
on the central nervous system of conscious mice (Kita K.， Kamiya H. 
& Kiyota C.) ~孟(2) 213-21も， 1962 

Uptake of noradrenaline by subcellular particles in homoge4ates of 
rat brain (Mirkin B.L.， Giarman N.J. & Freedman D.X.) ~孟(2) 21毎圃
216， 196) 
The effect of anew decarboxylase inhibitor on endogenous and e~o­
genous monoamines (Pletscher A. & Gey K.F.) ~主(3)~22)-228 ， 196) 

The effect of some inhibitors of thepostganglionic' sympathetic 
mechanism on monoamine oxidase (Dvornik D.， Kraml M.， Dubuc J.， 
Tom H. & Zsoter T.) ~孟(3) 229・2もo.1963 

Th~ separation of synaptic vesicles from disrupted nerve-ending 
particles (Whittaker V.P.， Michaelson I.A. & Kirkland R.J.) ~孟(3)
)00-302， 196) 

Brit. J. Pharmaco1. 

Evidence for a competitive antagonism of guanethidine by dex-
amphetamine (Day M.D. & Rand M.J.) ~(1) 17岨 28，1963 
Adrenergic neurone blockade and other acute effects caused by N-
benzyl四 N'N"-dimethylguanidineand its ortho-chloro derivative 
(Boura A.L.A. & Green A.F.)孟♀(1) )6・55，1963 
Mechanism of the positive inotropic responses to bretylium and gua-
nethidine (Bhagat B. & Shideman F.E.) 20(1) ラ6-62，196) 
Facilitation of neuromuscular transmission by anticholinesterase drugs 
(Blaber L.C.)鼻息(1)6)申7J， 1963 
The adrenergic mechanism in the nictitating membrane (Burn J.H.， 
Rand M.J. & Wien R.)皐旦(1)8)-9も， 196) 

A method for assessing the effects of drugs on the central actions of 
ラ-hydroxytryptamine (Corne S.J.， Pickering R.W. & Warner B.T.) 
主立(1) 106-120， 1963 
The effects of nialamide on adrenergicfunctions (Davey M.J.， Farmer 
J.B. & Reinert H.) 主旦(1) 121唖 13も， 196ゐ

The action of guanethidine with particular reference to the sympa-
thetic nervous system (Abercromb孟eG.F. & Davies B.N.)~(1) 171-
177， 196) 
Uptake of ラ咽hydroxy(1らC)tryptophanby rat and dog brain slices (Smith 
S.E.)~(1) 178圃 189，1963 
A fluorimetric method for the estimation of 4-hydroxy骨 )-methoxy-
phenylacetic acid(homovanillic acid) and its identification in 

97 



brain tissue (Sharman D.F.)孟旦(1) 20も-213，1963 
AsyIichro'Iious postgang1ionic :firing :from the cat superior cervica1sym輔
pathetic gang1ion treated with neostigmine (Takeshige C.&: V011.e 
，R.L. ) 皐旦(1) 21も岨220，1963ず

J • Pharmac01. eXD. Ther 

The re1ation b~tween enzyme inhibition and physi010gica1. resp~nse in 
the carbonic anhydrase system (Maren T.H.) ~之.2(2) 1も0-153，1963 
The use o:f thi~- 1.ayer chromatography :for the ana1.ysis o:f drugs. ls01a-
tion and identi:fication o:f barbiturates and nonbarbiturate hypno-
tics :from urine， blood and tissue (Cochin J. &: Da1.y J.W.) ~之.2 (2) 1ラ4-
1ラ9. 1963 

The use o:f thin-layer chromatography :for the ana1.ysis o:f drugs. 1den-
ti:fication and iso1.ation o:f phenothiazine tranqui1.izers and o:f anti四
hisiaminics fri b己dy:fluids and tissues (Cochin J. &: Da1y J.W.) ~之2
(2) 160-165， 1963 
A study o:f the 、transporto:f" 5・hydroxytryptophanand ラ帽hydroxytryp-
tamine(serotoIiin) into brain (Schanberg，S.M.) ~え.2(2) 191・200，1963 
On the ro1.e o:f ACh in conduction in mammalian nonmye1.inated nerve 
:fibres (Ritchi'El J.M.ー&:Armett C.J.) 11.2(2) 201-207， 1963 
1n:f1.uence o:f severa1. adrenergic drugs on synaptic transmission 
through the superior cervica1. and the ci1.iary gang1.ia o:f the cat 
(Pardo ~.G. ， Cato J.， Gij6n E. &: A1.onso-deF10rida F.) 1l.2(3) 296-
303， 1963 
A1terations o:f transmission in sympathetic gang1.ia treated with a 
su1:fhydry1. group inhibitor， N-ethy1-ma1eimide(NEM)， (Koma1a-
hiranya A. &: Yo1.1.eR.L.) lll(J) 30品-311t 196J 

The pressor responseρ:f the spina1. cat to di:f:ferent groups o:f gang-
1.ion-stimu1.ating agents (Jones A.， A1.onso de 1.a Sierra G. &: 
Trendelenburg、U.)，ll2.(3) 312-320， 1963 
The e:f:fect o:f norepinephrine in:fusions upon some responses o:f 
ぃ reserpines骨 treated'spi.na1. cats to tyramine、(SmithE.R.)ム之2.(3)
321-329， 1963 
Comparison ol'serotoniil with direct1.y and indirect1y acting comp-
ounds in their e:f:fect on the nictitating memhrane o:f spinal cats 
($chaeppi U.) ll，233) 330-336. 1963 
The 'action o:ftrゆtamineupon the e1.ectrical activity o:f sing1.e 
hippocampa1. neurons (de Baran L.， Gogo1.ak G.， Longo Y.G. &: Stump:f 

\Çh.~) ，ll.2(3)3;3fi.r'3もら， 1963 
Locus o:f emetic action o:f epinephrine and dopa in dogs (Peng M.. T.) 
1l.2(3i 34ラー3ら9，19T3今
The mechanism o:f the' an.tagonistic action of reserpine on the anti-
convu1.sant effect of inhibi tors of carbonic anhydrase (.Gray W.D.， 
Rauh C. E • &: Shanahan R. W .) 11.2 (耳) :350-360， 1963 
The effect of ch10rpromazine， trif1.uoperazine and promethazine on 

br~in sul.fa1.ipids (G1.ende E.A. &: Cornatzer W.E.) 1l.2(3) 377申 382，
1963 
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Psvchovharmaco1. 

Die Bedeutung der Monoaminoxydase四 hemmunga1s antidepressives Prinzip 
工. (Praag H.M.van & Leijnse B.)主(1) 1四 1も， 1963 

Die Wirkung von Training und Amphetamin auf Ausdauer und Geschw~ndig岨
keit der Schwimmleistung der Ratte (Blttig K.) 主(1) 1ラー27，1963 
Effects of alcohol intake on subjective and objective variab1es over 
a five-hour period (Ekman G.， Frankenhaeuser M.， Go1dberg L.， Bjerver 
K.， Jarpe G. & Myrsten A-L.)主(1) 28田 38，1963 
Comparison of a p1acebo， N-dimethy1tryptamine， and 6-hydroxy-N-di-
methy1tryptamine in man (Rosenberg D.E.， Isbe11 H. & Miner E.J.) 
主(1) 39-42， 1963 
Mu1tip1e item factors as change measures in psychopharmac~logy (Klein 
D.F. & Fink M.) 主(1) も3ーラ2，1963
A comparative study of thioridazine and carphenazine using sequentia1 
ana1ysis (Be11vi11e T.P.， Heistad G.T. & Schie1e B.C.)主(1) 53四 65，
1963 

Potentiation of an effect of morphine in the rat by sera from morphine 
to1erant and abstinent dogs and monkeys (Kornetsky C. & Kip1inger 
G.F. )主(1) 66-71， 1963 
A tria1 of four anti-depressant drugs (Leitch A. & Seager C.P.)主(1)
72-77，1963 
Coding procedures and the reduction of bias in doub1e-b1inds (Chassan 
J .B. )主(1) 78-79， 1963 

Acta phvsio1. scand. 

Acetoin as a metabo1ite of ethano1 (Hassinen 1.) 22(1/2) 135-1も3，1963 
Determination of acety1cho1inesterase activity in norma1 and dener・
vated sympathetic gang1ia of the cat. A biochemica1 and，histo-
chemica1 comparison (Hofmstedt B.， Lundgren G. & Sj8qvist F.) 22 
(3) 235-2も7，1963 

Amer. J. Phvsio1. 

Increase of cerebra1 b100d f10w produced by 10w dosages of cyanide 
(Russek M.， Fernandez-F A. & Vega c.)皐♀主(2) 309-313， 1963 
Effect of 10w concentrations of cyanide on Q02 of tissue slices 
(Fernandez-F A.， Gonzalez-Quintana J. & Russek M.)主立主(2) 31も-
316， 1963 
An attempt to demonstrate cerebra1 anoxia during h~perventi1ation of 
anesthetized dogs (Cain S.M.) 鼻息主(2) 323四 326，196) 

86 Iodoantipyrine and RbovC1 uptake by brain， cord， and sciatic nerve 
in the rat (Mande1 M.J.. Arcidiacono F. & Sapirstein L.A.) 主立主(2)
327-329. 1963 

Energy metabo1ism of dogs after tota1 destruction of the centra1 
nervous system (Ga1vao P.E.， Tarasantchi J. & de Maga1haes C.A.E.) 
孟04(2) 330-336， 1963 

Brain-to-body ratios and time of maturation of the mouse brain 
(Kobayashi T.) ~主(2) 343-3も6. 1963 
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ECCect oC changes in carotid sinus pulse pressure on catecholamine 
blood levels (Nakano J. & de Schryver C.)孟olt0) 1t67-弘70，1963 
Potassium eCClux oC sguid giant axons in low external divalent cation 
(Lipicky R.J. & Bryant S.H.) ，g.Q.主0)も80ーも82，1963 
Changes in Ceeding behavior aCter intracerebra1 inject;t.ons in the rat 
(Wagner J.W. & de Groot J.) 201t(3) も83-487，1963 
Lack oC Cacilitation in maze 1earning by picrotoxin and strychnine 
su1Cate (Prien R.F.， Wayner M.J .Jr. & Kahan 5.) 主主主0)も88ーも92，
1963 

In:f1uence _oC manganese on susceptibi1ity o:f rats to convu1sio~s 
(Hur1ey L.S.， Woo11ey D.E.， Rosentha1 F. & Timiras P.S.)鼻立主(3)
も93ーも96t 1963 

Secretion and activity oC histamine and serotonin du，ring cold 
adaptation (Leb1anc J.) 主立主(3) 520-522， 1963 
E:fCects o:f sympathomimetic amines studied by direct perCus~on oC the 
sinus node (James T.N. & Nadeau R.A.)担出品) 591→94， 1963 
J • Jten. Phvsio1. 

Permeabi1ity oC squid axon membrane to various ions (Tasaki 1.)主乏
(ら) 755圃 772，1963 

PC1dJt. Arch. Jtes. Phvsio1. 

Zur Wirkung des ACh auC die Atmung. IV. Mlttei1ung. Wirkung bei 
Injektion in die Cisterna pontis， Cisterna cerebe11omedu11aris， in 
den Seitenv~ntrike1 und den Liquor spina1is (Wiemer W.) 276(6) 
568ーラ78，1963 

Acta neuro1. scand. 

E1ectrophoretic patterns oC extractab1e proteins and enzymes in 
embryonic and adu1t brains (Gerhardt w.， C1ausen J. & Andersen H.) 
22.(1) 31ーも0，1963 

Acta Dsvchiat. scand. 

Excretion o:f tryptamine in man during treatment wit~ MAO inhibitors 
(GottCries C.G. & Magnusson T.)立主(3) 223-226， 1962 

Amer. J. Psvchiat. 

Review o:f psychiatric progress 1962: neurophysio1ogy， biochemistry 
and endocrino1ogy (Lang worthy O.R.) ム主立(7)60も-607，1963 
Schizophrenic-1ike mechanisms in monkeys (Beckett P.G.s.， Frohman C.E.， 
Gott1ieb J.s.， Mowbray J.B. & Eo1:f R.C.)ム12.(9) 835咽 8も2，1963 
Psychotomimetic drugs and brain biogenic amines (Freedman D.X.> .!!2. 
(9) 8も3-850，1963 
Abstract: The re1ationship between serotonin antagonism and tranqui-
1izing activity (Ga11ant D.M.， Bishop M.P.， Stee1 C.A. & Nob1in 
C.D.) 119(9)主主主・ 1963 

Ann. med.-Dsvcho1. 
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Modifications cliniques electroencephalographiques et humorales 
(metabolisme hydromineral). observees sous corticotherapie 
surrenalienne dans quatorze cas d'epilepsie grave de l'enfant 
(Beley A.~ Sevestre P.. Leroy Cl.. Flambard R.， Roussel A. & 
Poulain R.) 1主旦唱2(も) も9ラー51J. 1962 

Activites transaminasiques glutamique oxalacetique(T.G.O.) et glut-
amique pyruvique(T.G.P.) du serum humain au cours des delires 
aigus alcooliques (Pomme B.. Dastugue G.. Bastide P.. Plat P.骨 M.
& Bogros R.)ムgQ-2(も)ラ28-5J5. 1962 
Dysmetabolisme maniacodepressif(Une hypothさse de travail) (Heyward H.) 
.l，gQ-2 (生} うら1ーラ弘6. 1962 

La catatonine biliaire. Son role neuro-psychique dans un cas d' 
asthenie grave. Therapeutique par le principe antitoxique de Sato. 
1. Historique. Donnees biocliniques (Baruk H.. Richardeau & Asfar) 
.llQ-2(も) 5ラも申561. 1962 

Arch. Psychiat. Nervenkr. 

Der L-Dioxypheny1a1anin(=L申 DOPA) -Effekt beim Parkinson置 5yndromdes 
Menschen: Zur Pathogenese und Behand1ung der Parkinson-Atinese 
(Birkmayer W. & Hornykiewlcz 0.) 主立ユ(5) ラ60-57ら. 1962 

Dtsch. Z. Nervenhei1k. 

Lipidveranderungen in der weiszen Gehirnsubstanz bei Mu1tipler 5k1erose 
<.Wuthrich R. & Honegger C.G.) 184(J) 2ラ5-26). 196J 

E1ectroenceph. c1in. Neurophvsio1. 

Mu1tipurpose cannula for acute and chronic intracerebra1 chemica1 
and el~ctro~hysiological studies (Wagner J.W. & de Groot J.) 12(1) 
125-126. 1 96 ) 

E~ncepha1e 

Bases de pathogenie biochimique it traitement des delires a1coo1iques 
aigus (Val1et R.) 21(も) )61四 )82. 1962 

La cause du coma au cours du choc insu1inique (Ozaydin 5.) 21(も) )8)申
)9住. 1962 

Endocrino1oll.V 

In vitr2 influence of central nervous system tissues on thyrotropin 
secretion (Ode11 W.D.) 1ゑ(1) J9ーもも. 196) 

EXD. Neuro1. 

E1ectron microscope study of deve10pment of cat superficia1 neocortex 
(Voeller K.. Pappas G.D. & Purpura D.P.) 2(2) 107-1JO. 196J 

5pecific impedance of rabbit cerebra1 cortex (Ranck J.B.Jr.)之(2)
1らも四1ラ2. 196) 

Ana1ysis of specific impedance of rabbit cerebra1 cortex (Ranck J.B. 
Jr. )之(2) 1ラ3骨 17ら. 196) 

Disposition of cholinesterase following implantation of nerve into 
innervated and denervated muscle (Guth L. & Zalewski A.A.)之(も)
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316-326， 1963 

J. clin. Endocr. 

Studies on the metabolism of aromatic amines in relation to altered 
thyroid function in man (Levine R.J.， Oates J.A.， Vendsalu A. & 
Sjoerdsma A.) 主主(12) 12も2四 1250，1962 

J • ment. Sc i. 

The site of action of phenothiazine 53ラ inthe central nervous 
system (Tadros F.W. & Wahab F.A.) 12立(もラア) 816-821， 1962 

Bial・sreaction for neuraminic acid in cerebrospinal fluid from 
schizophrenics (Jenner F.A.， Kerry R.J.， Fowler D.B. & Graves E.W.) 
108(も57) 822-82も， 1962 

Neurolo.11:y(Minneap.) 

Periodic paralysis: a study of carbohydrate and thiamine metabolism 
(Satoyoshi E.， Suzuki Y. & Abe T.) 1ユ(1) 2も噌33，1963 
Biochemistry of Parkinson's disease (Barbeau A.， Jasmin G. & 
Duchastel Y.) 11(1) ラ6-58，1963 
Urea and spinal cord trauma (Joyner J. & Freeman L.W.)ムユ(1) 69-72， 
1963 

Dopamine metabolism in Parkinson's disease (Greer M. & Williams C.M.) 
11(1) 73国 76，1963 
Cholinesterase demonstration of dermal nerve endings in patients with 
impaired sensation (Dickens W.N.， Winkelmann R.K. & Mulder D.W.) 
i之(2) 91-100， 1963 
Histochemical and quantitative analysis of alkaline phosphatase dur-
ing the course o.f experimental intracranial neoplasia (Kirsch W.M.) 
ムユ(2) 123-1Jも， 1963 
Tissue copper levels in Chinese patients with Wilson's disease (Tu 
J-b.， Blackwell R.Q. & 日ouT-y.) 11(2) 1ララー159，1963 
Nonspecific depressant action of serotonin on brain stem and cere司
bellum (Pineda A. & Snider R.S.) 11(2) 166骨 176，196J 

Schweiz. Arch. Neurol. Psvchiat. 

Lesions par intoxication aigu~ A l'imipramine (Rabinowicz Th. & 
Foroglou G.P.) ~(2) 268-29も， 1962 

Histochemische und chemische Veranderungen im Gehirn bei einem 
Fall von familiarer amaurotischer Idiotie (5trfanko St.， Guminska 
M. & Pietrzykowa B.) 2Q(2) 295-300， 1962 
Psychosyndromes et personnalit畠 dans les affections endocriniennes 
(Fernandes B.> 11(1) 217置 225，1963 
Biochemical changes in plasma components in relation to emotions 
(Diethelm O. & Reilly J.P.) 11(1) 239-2もも， 196J 

Psychische und endokrine Funktionen und ihre Wechselwirkungen in 
der Pathogenese des Infantilismus beim hypophysaren Minderwuchs 
(Kind H.) 11(1) 2もラ圃2も9， 196J 
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WFNのシンポジウム

1962年 6月ーWorldFederation of Neurology， Commission of Neurochemistryの主催

のもとにGotherlburgで、開かれたシンポジウムにっついて， 1965年に英国で次のシンポジウムが

計画されている。

“Variation in the chemical composition of the nervous system as determined by 
genetic and developmental factors" 

やはり同じ年に(1965年)英国でVlth InternationaI Neurochemical Symposiumが

予定されているが，その主題はまだ決定していない。

“行動の神経機構"シンポジウム

学術会議脳研連主催で6月1日(土)，東大医学部中央館で聞かれた。
午前の部 午后の部

(1)錐体路系と錐体外路系の解剖]学的側面(東大脳研 (4)脳の組織化学(光顕的及電顕的)(阪大解剖 清水

草間敏夫指定討論者，小島徳造(日大)，白木 信夫指定討論者，古川政己(東大)

博次(東大 (5府動変化と脳内アミノ酸代謝(東邦大生理塚田裕

(2)錐体路系と錐体外路系の体性感覚統禦(東大脳研 三指定討論者，黒川正則(東大)

島津浩指定討論者，岩間吉也(阪大 (6月子動系列の異常とその構成(群大精神 台弘)群大生

(3)視床下部刺激による学習行動と脳の刺激および脳の 理平尾武久指定討論者，佐野勇(阪大神経)

破壊(徳大精神中尾弘之指定討論者，時実 八木寛(東大心理)

利彦(東大 (7)動物実験による中枢神経作用薬物の解析ーとくに脳

波と行動の対応と分離の立場から一(塩野義研

山本研一指定討論者，小林龍男(千大薬理)

このシンポジウムの記録は“脳と神経"に掲載される予定になっている。
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一一書架

Handbuch der Experimentellen Pharmakilo~i~，五工. pp.1220. Springer-
Verlag， 1963. Cholinesterases and Anticholinesterase Agents 
(Sub-editor: Koelle G.B.) 

Contents: 

工. Components of cholinergic systems: acety1choline(ACh)， choline 
acetylase(ChAc)， and acetylcholinesterase(AChE) 
1. 工dentificationof acetylcholine and related esters of biolo・
gical origin. (Whittaker V.P.) 

2. Choline acetylase (Nachmansohn D.) 

3. Formation， storage， and ~iberation of acetylcholine (Hebb C. 
0.) 

4. Classification and comparative enzymology of the cholinester-
ases， and methods for their determination (Augustinsson K帽 B.) 

ラ. Ontogenesis of cholinesterases (Karczmar A.G.) 

6. Cytological distributions and physiological functi.ons of 
cholinesterases (Koelle G.B.) 

II. Chemical classification and biochemical reactions of the anti圃
cholinesterase(Anti-ChE) agents 

7. The active site of acetylcholinesterase and related esterases 
and its reactivity towards substrates and inhibitors (Cohen 
J.A. & Oosterbaan R.A.) 

8. Structure-activity relationships of the reversible anticholin・
esterase agents (Long J.P.) 

9. Structure-activity relationships of the organophosphorus anti-
cholinesterase agents (Holmstedt B.) 

10. Metabolism of organophosphorus anticholinesterase agents 
(Mounter L.A.) 

工II. Systematic pharmacology of the anticholinesterase(Anti帽 ChE)
agents 

11. Actions at autonomic effector sites (Cullumbine H.) 

12. Actions at autonomic ganglia (Zaimis E.) 

13. Actions at the neuromuscular junction (Werner G. & Kuperman 
A.S.) 

14. Actions at the central nervous system (Machne X. & Unna 
K.R.W.) 

15. Actions on axons， and evidence for the role of acetylcholine 
in axonal conduction (Nachmansohn D.) 

16. Actions on insects and other invertebrates (Chadwick L.E.) 
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17. Ontogenetic effects (Karczmar A.G.) 

工V. Toxicology and therapeutic applications of the anticholin-
esterase(Anti-ChE) agents 

18. Toxicological evaluation of the anticholinesterase agents 
(DuBois K.P.) 

19. Neurotoxicity of organophosphorus compounds (Davies D.R.) 

20. Pharmacological antagonists of the anticholinesterase agents 
(Wills J .H. ) 

21. Reactivation of phosphorylated acetylcholinesterase 
(Hobbiger F.) 

22. Anticholinesterase intoxication in man and its treatment 
(Grob D.) 

23. Therapy of myasthenia gravis (Grob D.) 

24. Local use of anticholinesterase agentsin ocular therapy 
(Leopold I.H. & Krishna N.) 

Brain Function and Metabolic Disorder ~， The Neurological Effects of 
Changes in Hydrogen Ion Concentration. By Wyke 臼 pp. 242. 
Butterworths:London， 1963 

Aepects of Psvchiatric Research. Ed. by Richter D.， Tanner J.M.， 
Taylor L. & Zangwill O.L. pp. 445. Oxford Univ.Press:London， 
1962 

1. Mental disorder in British culture (Vickers G.) 

2. The public， parliament and mental health (Taylor L.) 
3. The distribution of mental illness in the community (Hare E.H.) 

も. Psychiatric aspects of crime (Gibbens T.C.N.) 

5. Research into neurosis in industry (Harrington J.) 

6. Comparative psychiatric treatment in different countries 

(Shepherd M.) 

7. Treatment of the mentally subnormal (Tizard J.) 

8. Chromosome abnormalities as a cause of defective development 
(Polani P.E.) 

9. Biochemical errors and mental defect (Harris H.) 

10. Genetics and some aspects of personality (Kay D.W.) 

11. The relevance of animal studies to human neurotic disorders 
(Hinde R.A.) 

12. Childhood bereavement and psychiatric illness (Bowlby J.) 

13. The psychoanalytic observation of chronic schizophrenic reactions 
(Freeman T.) 

1弘. The EEG as a guide to cerebral function (Bates J.A.V.) 

15. Psychophysiological problems of epilepsy (pond D.A.) 

16. The function of some pharmacologically-active brain constituents 
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(Vogt M.) 

17. Biochemical factors in schizophrenia (Smythies J.R.) 

18. Clinical trials in psychiatry (Letemendia F.J.J.) 

19. Electrolytes and mental state (Crammer J.L.) 

20. The treatment of depression (Elithorn A.) 

Methods uf Enzvmatic Analvsi e... Ed. by Bergmeyer H.U. Translated from 
the German by Williamson D.H. pp. 1065・AcademicPress， 196) 
Section A: General 
1. Principles of enzymatic analysis 
11. Experimental techniques 
工工1. Cell and tissue disintegration 

Section B: Estimation of substrates 
1. Substances involved in carbohydrate metabolism 
11. Substances involved in the citric acid cycle 
工11. Substances involved in protein metabolism 
1V. Substances involved in the metabolism of fatty acids， lipids 
and steroids 

V. Nucleosides， purines and pyrimidines， coenzymes and related 
substances 

V1. Other substrates and miscellaneous substances 

Section C: Measurement of enzyme activity 
1. The importance of the measurement of enzyme activity 
工工. Methods 

工I工. Microscopic-histochemical enzyme detection 

Section D: Biochemical reagents 
1. Enzymes/ 11. Coenzymes and substrates/工11. Commercially 
available assay kits 

Tables: Conversion table: transmittance = Extinction: Atomic Weights 

Phenvlketonuri~. Ed. by Lyman F.L. pp. )20. C.C.Thomas:Springfield， 
1962 

Met_hods ofSeparation of Subcellular Structural Component s. Bio帽
ch~mical Society Symposia 23. Ed. by Grant J.K. Camb.Univ.Press， 
196) 
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